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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 21日 (2004.6.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ の ポ ー ト １ ｂ 、 １ ｃ に は 、 フ ェ ー ル 検 出 回 路 ６ を 接 続 し 、 こ の フ ェ ー ル
検 出 回 路 ６ を 上 記 ト ラ ン ジ ス タ ９ に 接 続 し て い る 。
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ は 、 上 記 ポ ー ト １ ｂ ， １ ｃ か ら フ ェ ー ル 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 す な わ
ち 、 フ ェ ー ル 検 出 回 路 ６ は 、 上 記 フ ェ ー ル 検 出 信 号 に 基 づ い て Ｃ Ｐ Ｕ １ の エ ラ ー を 検 出 し
、 フ ェ ー ル 信 号 を メ イ ン ス イ ッ チ 回 入 力 す る 回 路 で あ る 。 な お 、 図 中 、 符 号 １ ３ は 、
Ｃ Ｐ Ｕ １ 用 の 電 源 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 間 に 、 両 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ー １ ０ ， １ １ に パ ル ス 信 号 が 入 力 さ れ る の で 、 ス テ
ッ プ ４ で 、 両 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ー １ ０ ， １ １ か ら Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ２ へ Ｈ 信 号 が 出 力 さ れ
る 。 し た が っ て 、 ス テ ッ プ ５ で 、 上 記 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ２ が メ イ ン ス イ ッ チ 回 ト ラ ン ジ ス
タ ９ に 対 し 、 ベ ー ス 電 流 を 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ッ プ ６ で 、 ト ラ ン ジ ス タ ９ に 電 流
が 流 れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ９ に 電 流 が 流 れ れ ば 、 コ イ ル ８ に も 電 流 が 供 給 さ れ る 。
　 ス テ ッ プ ７ で 、 コ イ ル ８ が 励 磁 さ れ 、 第 ２ ス イ ッ チ ５ ｂ が 閉 じ る 。 こ れ に よ り 、 ド ラ イ
バ 回 路 ２ に 電 流 が 供 給 さ れ る （ ス テ ッ プ ８ ） 。 つ ま り 、 電 流 は 、 駆 動 用 電 源 ４ → 第 １ ス イ
ッ チ ５ ａ → ト ラ ン ジ ス タ ９ → コ イ ル ８ お よ び ド ラ イ バ 回 路 ２ → ア ク チ ュ エ ー タ ３ と 流 れ 、
シ ス テ ム が 作 動 す る 。 こ の と き 、 ド ラ イ 路 ２ に は 、 上 記 Ｃ Ｐ Ｕ １ か ら 制 御 プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い た 制 御 信 号 が 入 力 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か も 、 フ ェ ー ル 検 出 回 路 ６ か ら 信 号 が 出 力 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ９ の ベ ー ス 電 流 が 供 給
さ れ な く な る こ と に よ っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ ９ が 一 旦 切 れ れ ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ １ に 戻 っ て
、 駆 動 用 電 源 ４ を 手 動 で オ ン し な い 限 り 、 切 れ た メ イ ン ス イ ッ チ 回 つ な が る こ と は な
い 。 仮 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ の 制 御 プ ロ グ ラ ム が 暴 走 し て い る の に 、 た ま た ま パ ル ス 信 号 を 出 力 し
た よ う な 場 合 に 、 ト ラ ン ジ ス タ ９ に ベ ー ス 電 流 が 供 給 さ れ て も 、 駆 動 用 電 源 ４ と ト ラ ン ジ
ス タ ９ と の 間 が 遮 断 さ れ て い る の で 、 ド ラ イ バ 回 路 ２ に 電 源 が 供 給 さ れ る こ と は な い 。 も
ち ろ ん 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ の 制 御 プ ロ グ ラ ム が 復 帰 し て も 、 勝 手 に サ ブ ス イ ッ チ ５ が つ な が る こ と
は な い 。
　 し た が っ て 、 エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 に は 、 直 ち に シ ス テ ム が 停 止 し 、 勝 手 に 復 帰 す る よ
う な こ と は な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 フ ェ ー ル 検 出 回 路 ６ に 、 ２ 個 の ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ー １ ０ ，
１ １ を 設 け て 、 そ れ ぞ れ 、 別 の 制 御 プ ロ グ ラ ム か ら パ ル ス 信 号 を 入 力 す る よ う に し て い る
。 そ し て 、 こ れ ら ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ー １ ０ ， １ １ か ら の 出 力 信 号 を Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ２ に
入 力 し て い る 。 そ の た め 、 ２ つ の 制 御 プ ロ グ ラ ム の う ち ど ち ら か 一 方 で も 、 異 常 な 動 作 を
し た 場 合 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ ９ の ベ ー ス 電 流 の 供 給 を 止 め て 、 メ イ ン ス イ ッ チ 回 切 る
こ と が で き る 。
　 た だ し 、 こ の 数 は 、 ２ 個 に 限 ら ず 、 １ 個 で も 、 ３ 個 以 上 で も か ま わ な い 。 ウ ォ ッ チ ド ッ
グ タ イ マ ー の 数 を 増 や し て 、 そ れ ぞ れ に 別 の プ ロ グ ラ ム を 監 視 さ せ れ ば 、 そ れ だ け フ ェ ー
ル 検 出 の 確 度 が 高 く な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
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